
経営比較分析表／団体全体（令和4年度決算）
山口県　下関市

【事業概要】

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 24,000 小規模 1 19,467 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

類似団体平均値（平均値）

- 89.9 8 22,810 自治体職員 【】 令和4年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

H30R03 R04 H30

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

  経常収支比率については、前年度と比較して低下
したものの、100%を上回っており、単年度収支は黒
字となっている。また、累積欠損金は発生しておら
ず、料金回収率も100％を上回っている。
  流動比率については、前年度と比較して大きく低
下したが、依然100％を上回っていることから、短
期的な債務に関する支払い能力は確保されている。
　給水原価については、類似団体平均値と比較して
高い水準で推移していたが、令和3年度以降は、類
似団体平均値よりも若干低い水準となっている。
  施設利用率・契約率についても、契約水量の増量
に伴い、令和3年度以降、大きく上昇し、好転して
いる。

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 98.59 97.64 89.63 110.58

R01 R02

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00当該値 1,621.22 1,640.18 1,212.29 1,075.23 546.06

R01 R02 R03 R04 H30R01 R02 R03 R04

66.13 70.21平均値 108.18 114.99 110.04 115.00 110.28

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00103.72

平均値 504.73 450.91 444.01 413.29 408.48平均値 680.22 786.06 771.18 815.18 808.62平均値 79.27 75.56 68.38

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率については、前年度と比
較して低下したものの、類似団体平均値との比較で
は依然高い水準で推移しており、施設全体の老朽化
が進んでいることを示している。
　管路経年化率については、事業創設当初である昭
和44年、45年に布設した管路の多くが未更新となっ
ているため、法定耐用年数を超過している管路が
75％を上回っている。
  管路更新率については、配水管路の2条化事業に
伴い、既設管の一部のみを更新したため、0.07％と
なっている。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04

当該値 92.00 94.47 78.03 105.36 101.29

R01 R02 R03 R04 H30R01 R02 R03 R04 H30

75.83 73.79 79.21 95.04 95.04当該値 65.89 65.46 63.70 74.54 81.11

31.60 33.26平均値 92.20 103.39 96.49 101.92 98.05

当該値当該値 35.79 34.85 42.20 31.26 32.52

2. 老朽化の状況

平均値 61.85 64.14 63.89 64.70 65.38平均値 44.05 45.51 44.67 41.71 47.02平均値 34.33 30.96 33.23

R01 R02 R03H30 R01 R02 R03 R04 H30

0.07当該値 83.75 78.98 77.66 77.66 76.91当該値 62.32 61.63 59.31 61.05 58.03

平均値 52.21 54.51 55.38 56.07 55.87

全体総括

　本市工業用水道事業は、厳しい財政状況により単
年度収支の赤字が続いていたが、近年の契約水量の
増量に伴い契約率が大幅に向上し、令和3年度から
単年度収支が黒字に転じている。一方、事業創設当
初に布設した管路等、施設の老朽化が進んでおり、
耐震化適合率も全国平均を大きく下回っているた
め、今後、施設の更新、耐震化等に要する事業費の
増加は避けられない状況である。
　これらの状況を踏まえ、本市では、令和3年3月に
策定した「下関市工業用水道事業経営戦略」に基づ
き、経営基盤の安定化、老朽化施設の更新・耐震
化、新規ユーザー開拓による未売水の解消及び財源
確保のための料金見直しの検討等、本事業が抱える
諸課題に着実に対応し、良質で低廉な工業用水を将
来にわたって安定的に供給するという使命を果たし
ていく必要がある。

R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00

平均値 0.11 0.36

H30

0.00

0.03

R01R04

0.00

0.12 0.31平均値 32.03 36.58 40.88 41.24 39.02
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①有形固定資産減価償却率(％)
【61.17】
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②管路経年化率(％)
【49.58】
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③管路更新率(％)
【0.21】
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③流動比率(％)
【473.00】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【233.74】
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⑥給水原価(円)
【20.26】
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⑦施設利用率(％)
【53.19】
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⑧契約率(％)
【75.85】
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②累積欠損金比率(％)
【29.72】
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